
山
口
・周す
陸
殴
府ぶ跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・３０

所
在
地
　
　
　
山
口
県
防
府
市
国
行
五
丁
目

調
査
期
間
　
　
第

一
六
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
三
月
～
六
月

発
掘
機
関
　
　
防
府
市
教
育
委
員
会

・
周
防
国
府
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
佐
々
木
達
也

・
杉
原
和
恵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
地
は
、
周
防
国
府
の
推
定
朱
雀
路
の
東
に
接
し
た
場
所
で
、
近

世
に
は
、
山
陽
道
と
朱
雀
路

（南
へ
下
る
と
港

・
塩
田
地
帯
へ
至
る
主
要
道
）
と
の

交
差
点
と
し
て
、
二
本
の
道
標

が
建
つ

「辻
」
で
あ
っ
た
。
古

代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
山
陽

道
が
国
府
域
の
ど
こ
を
通
っ
て

い
た

の
か

は

未

解

明

で
、

「辻
」
に
関
連
付
け
る
こ
と
は

向

早
計
で
あ
る
が
、
調
査
地
は
他

防

地
域
に
比
べ
て
中
世
の
遺
構
密

度
が
極
端
に
高
く
、
中
世
の
国
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府
域
に
お
け
る
重
要
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

木
簡
は
、　
三
ハ
世
紀
に
埋
め
ら
れ
た
井
戸
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
、

一
辺
約

一
。
四
ｍ
の
方
形
木
枠
組
が
三

・
五
ｍ
の
深
さ
残
存
す
る
が
、
上
部
は

一
ｍ
程
度
削
平
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
で
、
上
部
は
石
組
の
可
能
性
も
あ
る
。

木
枠
内
の
上
層
は
四
層
に
大
別
で
き
、
井
戸
の
廃
棄
過
程
を
示
す
と
考
え
て

い
る
。
最
下
層
は
、
井
戸
が
機
能
を
停
止
し
た
際
、
底
面
か
ら

一
・
三
ｍ
ま
で

を
埋
め
た
と
考
え
ら
れ
る
層
で
、
上
面
に
砂
礫
を
平
坦
に
敷
き
均
し
て
い
る
。

①
は
い
釣
瓶
な
ど
と
と
も
に
こ
の
砂
礫
層
の
直
下
か
ら
出
土
し
た
。
砂
礫
層
の

上
に
は
、
そ
の
後
の
自
然
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
厚
さ

一
・
五
ｍ
程
度
の
層
が
あ

り
、
そ
の
上
に
人
頭
大
の
礫

（上
部
構
造
の
石
組
残
骸
の
可
能
性
あ
り
）
若
干
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
祭
祀
遺
物
を
大
量
に
含
む
厚
さ
○

・
五
ｍ
の
埋
土
が
あ
る
。
②
は

こ
の
層
か
ら
祭
祀
遺
物
と
と
も
に
出
土
し
た
。
最
上
層
は
、
生
活
廃
棄
物
、
食

物
残
澄
を
多
量
に
含
む
埋
土
で
あ
る
。

祭
祀
遺
物
を
多
量
に
含
む
層
で
は
、
完
形
の
土
師
器
杯

・
皿
六
五
点
、
瓦
質

土
器
足
鍋

一
点
、
イ
ヌ
の
骨
格
三
体
分
の
ほ
か
、
墨
書
石

（
一
字

一
石
）

一
一

点
、
長
さ

一
六
～

一
七
伽
で
片
側
に
節
を
残
し
た
竹
筒

一
〇
本
、　
一
〇
蝕
四
方

の
薄
板
二
〇
枚

（針
状
の
細
い
棒
二
本
を
括
り
付
け
て
あ
る
）
な
ど
、
祭
祀
具
と
考

え
ら
れ
る
が
用
法
不
明
の
も
の
が
多
く
あ
り
、
今
後
類
例
探
索
が
必
要
で
あ
る
。

墨
書
石
の
文
字
は

「本
」
三
点
、
「王
」
二
点
、
「神
」
コ
正

「児
」
「給
」

「帰
」
各

一
点
な
ど
で
、　
一
字

一
石
経
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
願
文
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
一
「日
――
□
蘇
民
将
来
子
孫
也
」

。
「［日日日日‐‐‐‐‐‐―‐―‐‐―‐―
日‐‐‐‐‐‐―‐―‐日‐‐‐‐‐‐―‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　］μ］
×
］Φ
×
∞
　
〇滓μ

②

・
口

回

・
口

回

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（∞Ｆ）韻

番

目

い
は
蘇
民
将
来
札
で
、
上
端
を
山
形
に
整
形
し
、
下
端
に
向
か
っ
て
や
や
細

く
な
る
。
下
端
は
幅
二
四
ｍｍ
。
②
は
上
下
両
端
と
も
折
損
し
、
残
存
郡
中
央
に

は
穿
孔
が
あ
る
。

（杉
原
和
恵
）

(1)




